


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































であるらしい。「Cool head but Warm heart」
─ 40 ─
神奈川大学心理・教育研究論集　第 45 号（2019 年 3 月 15 日）
これはイギリスの経済学者アルフレッド・マー
シャルの言葉であり，経済を学ぶものは冷静な
理論構築とともに，経済政策の環境下で生活す
る民衆への思いやりがなければならないと，講
演の中で述べたフレーズである（19）。
　現代の学校は，行政からは学力向上や授業力
向上のプレッシャーをかけられ，保護者からは
我が子への対応に配慮が不足しているなどのク
レームに悩まされている。若い教師たちは，自
分にはまだかけられていないプレッシャーやク
レームを想定し，自分らしい教育を打ち出せな
い。もちろん，周りの助言を受け入れない頑な
な信念で指導をする人もいないわけではない
が，昔に比べると，若い先生たちが慎重に行動
する傾向が強くなった。先生は説明し，学生は
説明を聞いて覚えればよかった学習は時代遅れ
となり，思考し，判断し，表現するという探究
型の学習が求められるようになった。加えて，
ICTの活用も求められ，先生たちは授業の準備
をし，多面的な成績記録を残し，成績処理に臨
み，観点別評価の説明ができるよう準備する。
先生が多忙化すれば，生徒たちに寄り添って，
為すことによって学ぶ特別活動に割ける時間は
不足してくる。しかし，グローバル化が進み，
学力向上が強く求められる学力主義の時代だか
らこそ，人としての社会性や自己確立がより一
層大切なのだと思う。どんな社会に放り込まれ
ても，自分を見失わない強さ，人と結び合う社
会性を育てることこそ，国家社会の発展ではな
く，個人としての人生を生きる力として必要な
力である。その力こそ，特別活動，特に学級活
動できちんと計画的に育てる必要があると考え
ている。今回の論文は，学級指導と学級活動の
違いを整理し，担任教師としての学級を見る視
点を整理することができた。学級経営の技につ
いての具体性がやや不足していたように思う。
今後の研究でより具体的な技について検討した
いと思う。
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